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当社保有株式の譲渡による特別利益発生に関するお知らせ 

 

当社は、当社が株式を保有する北京視信源科技発展有限公司（Superpix Micro Technology 

(Beijing) Ltd、以下「視信源」）が買収されたことにより、下記の通り保有株式全てを譲渡いた

しました。 

これに伴い、連結財務諸表において、特別利益（投資有価証券売却益）が発生する見込みとな

りましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

１．経緯 

 当社グループは、平成 18年 3月 1日に「Superpix Micro Technology Ltd.の株式取得に関する

お知らせ」にて公表したとおり、スマートフォンなどのカメラに用いられる CMOS センサーの研究

開発をしている同社の株式を取得しており、新しい指紋認証センサーについての研究を行う目的

で技術提携関係にありました。 

 また、平成 29 年 4 月 26 日に「当社株式保有先（北京視信源科技発展有限公司）買収中止のお

知らせ」にて公表したとおり、過去に中国証券監督管理委員会の承認が得られず、買収が中止と

なりましたが、このたび、新たに上海韦尔半导体股份有限公司との間で譲渡契約を締結し、また、

買収に関して中国証券監督管理委員会の承認ならびに変更登記が行われました。 

 

２．株式譲渡の概要 

（１）譲渡方法 ：相対取引 

（２）特別利益（投資有価証券売却益）：240百万円 

（３）譲渡先 上海韦尔半导体股份有限公司 

（４）譲渡契約日 令和元年 7月 17日 

（５）譲渡日   令和元年 7月 30日 

 

３．株式譲渡の目的 

 技術提携関係は維持されること、また、今後の成長戦略、資金需要等を総合的に検討した結果、

本譲渡を決定いたしました。 

 

４．今後の見通し 

上記の特別利益は、令和元年 12月期第３四半期において、計上する予定であります。令和元年

12月期通期の業績への影響につきましては、他の要素も含め、業績予想の修正が必要な場合には

速やかに開示いたします。 
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